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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
「日本生体医工学会」は医学に工学技術を取り入れて、生命現象を明らかにするとともに、診断や治

療に有効な手段を提供する生体医工学の分野で、大学や研究機関などで行った研究成果を発表し、情報
交換を行う機会を提供する学会である。そのため、これまでにも「医学」と「工学」それぞれの出身者
により、共通の基盤が成り立たず議論や製品化に障害などが存在してきた歴史も持つ。工学は得てして
数理・物理などからの演繹的な学問であり、医学は経験に学ぶ帰納的な学問で、基盤が異なる背景もあ
り、例えば本学会の「生体医工学ウェブ辞典」では、学際領域である生体医工学に関わる基本用語およ
びそれに関わる知識を分かりやすく提供することを目的とし、対象とする読者として、医学系、工学系
の学生、あるいは一般の読者、研究者、それぞれに適した難易度で、必要十分な解説を目指し、医学系
の内科外科系の臨床学会への橋渡しなども企画し、境界領域の学問の進展に貢献している。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
 国際的には、IFMBE Asia Pacific Group 主催の APCMBE などへ日本の医学会の代表として参画し、
例えば第 62 回日本生体医工学大会の名古屋大会では JSMBE&JSMP 交流セッションの企画および
開催し、日本医学物理学会からの招待講演者を招き、本学会会員とともに日本生体医工学会・医学物理
学会合同シンポジウムを開催した。また新型コロナ渦の中でもオンラインなどでも継続して IFMBE 
Asia-Pacific Activities Working Group の会合，IFMBE Council of Societies 会議等に参加し，各国学会
等の状況等について積極的に情報交換を進め国際協調に貢献している。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

 学会雑誌を発行し学問分野から社会貢献を行っている。引き続き論文出版に対する活動を継続して
おり、ABE がインパクトファクター取得見込みとなり（2023 年 6 月に 1.0 取得）特に海外からの投
稿の増加が予想された。すでに国内の編集体制は増加したが、科学技術振興機構のコンサルティング事
業のアドバイスに基づき、海外 Editor の増強を図りつつ ABE の掲載料（現状、会員は無料）の改定
を検討している。引き続き論文引用数の増加を図りつつ、レビュー論文の投稿依頼も検討を重ねてい
る。また生体医工学シンポジウム 2023 に合わせた論文の編集企画を進めることで、大学院生及び若
手研究者に対する、特に英語での論文投稿を促した 
 また臨床工学技士の実力の認定のため第 1 種・第２種の ME 技術実力検定試験を行っており、日本
全国の病院の質的機能向上に、非常に大きく貢献している 
 オンラインの時代を迎え学会のホームページの継続的なアップデートにより情報発信を行いつつシ
ステムおよびサービスの面で向上を図り，学会ウェブサーバおよび 生体医工学 Web 辞典ウェブサー
バ，会員向け情報配信メーリングリストの運用を行った．またウェブサーバおよびグループウェアサー
ビスの利用環境を整備し，各委員会，研究会，WG および各支部からの情報発信の円滑化を推進した．
以上のウェブサービスの管理・維持の手続きについて，事務局の簡便化を見据えて文書化を進めた． 



ｄ.学会運営上留意している点 

 「内科」「外科」のような診療科がクリアな学会とは異なり「生体医工学」という学問・研究領域が、
一般市民に対し「発展的存在感」となるような基盤作りを目標とする活動に尽力している。 
具体的には、生体医工学という学問・研究領域が、中高生と中心とした一般市民のみならず、臨床工

学を目指す高校生や臨床工学技士養成施設に在籍する学生諸氏を含めてどのように認知、理解されて
いるかについて調査・分析を行っており、その結果を取りまとめ学会へ提言していき、またこれまで行
ってきた模擬授業について発展的に継続していくことを目途に、学会 Web 等を通じた広報戦略につい
て検討を行っている。 
 留意点としては、利益相反委員会等で策定されたＣＯＩ指針・細則・申告書書式を整備し、理事会で
の承認を経て、承認されたＣＯＩ指針・細則が、毎年の年次大会や関連学会、新たな投稿から速やかに
実施されるように依頼もすすめている。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
日本医学会は、日本の病院の、診療のクオリティを、オーソライズしなければならない。 
日本生体医工学会は臨床工学技士の、臨床的・実学的な、実力の認定のため第 1 種・第２種の ME 

技術実力検定試験を行っており、日本全国の病院の質的機能向上に、非常に大きく貢献している。在宅
での循環補助及び血液透析の普及が進みつつあることから、在宅での循環補助並びに血液透析に係る
管理運用が、将来的には臨床工学技士の職域に含まれてくることが予想され人工臓器学会及び日本在
宅透析学会と連携し、臨床現場からの医工学的なニーズを提供して頂き、これに基づいて研究としての
可能性を検討する機会を提供する目的で、専門別研究会として在宅人工臓器治療研究会を立上げ日本
医学会に横断的な領域を築きつつある。 
また、新しく故齋藤正男先生のご家族から「生体医工学分野のこれからを担う方々の励みとなる制

度」に使って欲しいと寄付の申し出をいただき、「齋藤奨学事業基金」の推進を進めている 
貴学会から日本医学会へ期待すること、要望について記載してください 

「臨床研究法」は、現状ではわかりやすいとは到底言えずやや拙速感が否めない。生体医工学会とし
て「臨床研究法が医療機器開発研究に与えた影響の実態把握に向けた調査研究」(黒田班)では、医療機
器に関する研究の臨床研究法への該当性等について相談ができる窓口の設置の必要性を報告しており、
令和 6 年 6 月に臨床研究推進事業(医療機器の開発にかかる臨床研究体制の支援事業、として相談窓
口が設置された。学会全体として、特に病院のない研究施設などでは困ってしまった側面が強く、今後
ともわかりやすい説明と、綿密な対応が望まれるものと思われる。 
 
 本学会では、新しく故齋藤正男先生のご家族から「生体医工学分野のこれからを担う方々の励みとな
る制度」に使って欲しいと寄付の申し出をいただき、「齋藤奨学事業基金」の制定から、「医工学研究者」
の拡充に努めているが、日本では、特に「研究を志望する日本人学生」に対する奨学金があまりにもプ
アであり、「日本医学会」に所属する若手研究者が、ほとんど「絶滅危惧種」となって、経済事情から
進学をあきらめる学生があまりにも多い。 
学生さんが「研究の道」をあきらめるような現状は「日本医学会の大きな怠慢」であると思われる。 

 


